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「
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
」
実
施
要
綱

に
つ
い
て
９
月
７
日
（土
）
１９
時
よ
り
浜

野
会
館
に
お
い
て
実
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
奉
賛
会
、
町
内
会
、
各
町

会
、
神
輿
愛
好
会
等
の
協
力
団
体
等
が

出
席
し
石
橋
幹
男
さ
ん
を
実
行
委
員
長

と
す
る
委
員
会
の
設
置
と
要
綱
に
つ
い

て
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
雛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一

議
題
１
、
令
和
元
年
度
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼

の
実
施
に
つ
い
て

①

実
行
委
員
会
設
置
（案
）

②

実
施
要
綱
（案
）

２
、
秋
季
祭
礼
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

３
、
「奉
納
演
芸
」
出
演
の
募
集
に
つ

い
て

４
、
そ
の
他
、
町
会
長
へ
の
配
布
資
料

に
つ
い
て

１
、
令
和
元
年
度
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼

の
実
施
に
つ
い
て

諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
は
、
多
く
の
町

民
が
参
加
す
る
浜
野
町
の
お
祭
り
と
し

て
、
神
社
奉
賛
会

・
浜
野
町
内
会

。
浜

野
東
自
治
会
が
主
催
し
、
関
係
団
体

・

各
町
会
が

一
体
と
な

っ
て
実
施
す
る
お

祭
り
で
す
。

１
、
祭
礼
日
時
　
１０
月
１３
日
（
日
）

神
輿
渡
御
…
小
雨
の
場
合
は
決
行
。

た
だ
し
、
荒
天
の
場
合
は
実
行
委
員
会

協
議
の
上
、
中
止
。

２
、
神
輿

。
お
神
輿
の
渡
御

・
親
神
輿

。
子
供
神
輿

・
太
鼓
引
き

（山
車
Ｙ

お
囃
子

３
、
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
実
行
委
員
会

実
行
委
員
会
構
成
団
体

主
催
団
体
…
諏
訪
神
社
奉
賛
会
、
浜

野
町
内
会
、
浜
野
東
自
治
会

協
力
団
体
…
各
町
会
（長
）、
神
輿
愛

好
会
、
祭
囃
子
保
存
会
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
、
交
通
安
全
協
会
生
浜
支
部
、
生

浜
飲
食
組
合
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
ｌ
、
高
張
提
灯
に
つ
い
て

各
町
会
の
名
前
が
入
っ
た
高
張
提

灯
は
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
大
切
な

役
目
で
す
。
祭
り
の
前
日
に
行
わ
れ

る
宵
祭
り
、
祭
り
当
日
に
行
わ
れ
る

神
輿
宮
出
し

。
宮
入
の
際
に
は
各
町

会
よ
り
担
当
者
１
名
、
ご
参
加
頂
き

ま
す
。
時
間
は
実
施
要
項
を
参
照
。

２
、
神
興
渡
御
補
助
世
話
人
に
つ
い
て

例
年
通
り
、
各
町
会
よ
り
渡
御
の

補
助
を
行
う
世
話
人
を
選
出
し
て
頂

き
ま
す
。

・
大
う
ち
わ
持
ち
…
２
名

（神
社
の
大

う
ち
わ
２
枚
で
神
輿
を
盛
り
上
げ
）

。
交
通
整
理
補
助
…
２
名

（神
興
休
憩

所
で
の
ト
ラ
ロ
ー
プ
で
の
安
全
管
理
）

。
太
鼓
曳
き
…
２
名

（子
供
た
ち
参
加

の
太
鼓
引
き
の
誘
導
、
補
助
）

・
神
輿
馬
（神
興
脚
台
）
２
名

（親
神
興

１
、
子
供
神
興
１
馬
持
ち
）

※
補
助
世
話
人
は
、
神
輿
渡
御
を
行
う

上
で
重
要
な
役
目
で
す
。
渡
御
が
滞

り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
役
割
担

当
の
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
も
ま
た
、
次
の
町
会

へ
の
引
継
ぎ

も
合
わ
せ
て
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

３
、
子
供
神
輿
に
つ
い
て

例
年
、
子
供
た
ち
の
参
加
者
が
少

な
く
、
い
く
つ
か
の
町
会
が
合
同
で

行
っ
て
い
る
町
会
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
各
町
会
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
円
滑
に
渡
御
を
行
っ
て
下
さ

い
。
ま
た
、
子
供
神
輿

。
太
鼓
曳
き

（山
車
）は
、
町
全
体
を
渡
御
出
来
る

よ
う
、
各
町
会
で
お
考
え
の
上
、
脇

道
な
ど
に
誘
導
し
て
下
さ
い
。
補
助

と
し
て
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
や
各
町

会
の
氏
子

・
祭
典
委
員
の
方
々
の
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
沢
山
の
子

供
た
ち
が
安
全
に
参
加
出
来
る
よ
う
、

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
、
神
社
休
憩
所
で
の
管
理
体
制

以
前
に
発
生
し
た
毒
物
混
入
事
件

や
近
年
多
発
し
て
い
る
様
々
な
事
件

な
ど
を
踏
ま
え
、
責
任
者
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
複
数
の
人
の
目
が
行

き
届
く
よ
う
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
休

憩
所
で
の
安
全
管
理
の
徹
底
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

５
、
そ
の
他

神
興
渡
御

。
休
憩
所
に
お
い
て
は
、

交
通
整
理
担
当
の
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
の
指
示
に
従
い
、
安
全
な
渡
御
に

配
慮
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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のま|ま 令和元年10月 号

役名 責任者ど鷹属 補佐役

実行委員長 石橋 幹男g印

“

第劉員)

副実行委員長 秋葉 武(浜野町内会長)、 藤倉 哲夫園 東自治会長 )
平野 昭彦

`奉

贅会副会長 )、 松岡義明r浜野町内会副会長)
総

務

勝 塙 臣―(奉贅会 総務 )

祭礼・神事 田村 栄偶輩蛭キ祭事 ) 向丼 寿明a薄ビ姜祭事)

舒 由良 員J和(奉賛会 会計) 華納金芳名浄書 (戸田at)、 掲出(世話人 )

受付 並木 昭口 陰 驚蕩 ) 由良、大塚

渡

御

関

係

騨 機 、平幹 神興繭 、各町惣 従 話人を禦 Ю安全罐

lctてる。

・大団扇持ち 2名 (神社団扇で祭嘘 り上げ役)
・太鼓曳  2名 (太厳曳誘導 8t支援 )
・馬担当  2名 (大人神興 1、 子供神興 1)

神輿渡御 柵野和実御 興愛好会会長)

櫂 トツ ク 峯島常次郎

子

供

神

興

神 興 0塙 臣―(=壽義当窃努)
―区長 関 浩

二区長 石橋 邦夫

三区長 一奮 文夫

トラツク 目崎政震時 世話人 )
彙口露りもしてヽ さい.

交通整理 0中川 雅文υポーツ振興会長)
¨ 交備を全協会牛濃す部ヽ

淋 ―爆 会員諸氏

奉

納

演

芸

響一
0綱野和実(神興愛好会会長)

秋葉就湮

“

鵜颯愛好自倒問)

壽 r湮引■r.ミ¥,卜手尋、

小EEl寿‐

目崎 正雄

出口 良― 欄田敦史

各町会代表

奉賛会世話人

出演者募集 0溝口雄夫(奉賛会広報)

米元康 金坂孝

秋栞光重(広報部長)

大塚麻理(文化部長)米原忠秀(福祉部長 )

景品授ら 石橋会長、平野昭彦、

塙 臣一、湾初 正美

自丼由美子(婦人部長)

種村英明(青年部長 )

司会 o溝口雄夫、 (田村)大 塚麻理
場内整理 o米元 康、本多、池内、長嶋で義う

録醸 放送 叶親重信(第六天神社代表 ) 田村 栄

境内出店 種村英明(青年部長) 酢 蟻

祭

礼

日

昼

食

会場担当・設営 宮崎正、並木昭、 渡辺正美、
自良和則、長嶋義夫、 大塚麻理

設筐年当番は第二区 (区長、町会代表 )

ス購
　
　
入

動
兼
師

o宮崎 正 平野昭彦 石橋幹男

由良和劇 篠塚幸司

①祭礼実行委員会の設置

祭礼の円滑な実施に向け、例年通り、祭礼籍 員会を組織することを提案します。

表 1 実行委員会組織表 (案 )

Ⅲl)千葉中央警察署浜野駅前交圏 こ祭い けヽ 随時mを 依頼し訂 。
*2)各担当は、担当嘱 ン壁 用し、祭礼終了後は各町会で保管し、毎年着用して下さい。

②祭礼実施要網

次表は、禁礼実施に必須な項目を日利順に示したものです。

表 2業 務処理日程表

2019年度 盆踊‖大会 収支決算書(報告) ・２
日
の
宵
祭
り
は
諏
訪
神
社
境
内
に
て

・８
時
３０
分
か
ら
奉
納
演
芸
が
行
わ
れ
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
の
ほ
か
プ
ロ
歌
手
の
出
演
、
お

楽
し
み
抽
選
会
で
は
洩
れ
な
く
賞
品
が
あ

た
り
ま
す
。

境
内
で
は
浜
野
町
内
会
青
年
部
に
よ
る

焼
き
ソ
バ

。
フ
ラ
ン
ク

・
生
ビ
ー
ル
の
出

店
も
行
い
ま
す
。
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

・３
日
９
時
１０
分
に
親
神
輿
、
子
供
神
輿

の
宮
出
し

，
各
町
会
の
高
張
り
提
灯
が
諏

訪
神
社
に
集
結
し
ま
す
。
１７
時
３０
分
ご
ろ

の
宮
入
り
に
は
灯
明
さ
れ
た
高
張
り
提
灯

が
親
神
輿
を
迎
え
ま
す
。
是
非
、
宮
入
の

神
輿
の
幻
想
的
な
神
事
を
ご
観
覧
下
さ
い
。

<2019年度の特異・特Ellな支出について>
(1)什器費:「①LED電球へ全て変更80,375円 ②中型テント103,800円 ③スタンドライト12800円 で計196,975円 購入」の為、収支力資イナス。
(2)くじ引き景品を4品増し、1等末尾賞の金額アップを今年度より実施している(約 15,000円 )。 次年度以降も継続する予定。

2019年  9月  21日
盆踊り大会実行委員会

委員長 秋葉  武
総 務 大健 通夫

作 業 項 目 ヨ 時 雨天幌 合 参加者及び特記事項

1 華納演芸舞台設営 10月 6日 (日 )

8時～

演芸会場を浜野

会儀に変更 .

舞台設営なし。

神興愛好会

奉賛会世話人

各町会より1名

2 神興休憩所 資材配布 10月 11日 (金)

13時～15時

孵、笹、大小オ´ウ、縄

オンツ よ、鋼 こ申請

3 境内清掃と天幕設営 10月 12日 (土)

14時～

奉賛会世話人

各町会より1名

神興組み立て 10月 12日 (土 )

14時～

額 幹

神興御霊入れ 10月 12日 (土)17時 40分

各町会の高張提灯持ちは

17時 25分集合 (社務所前)

神社役員、来賓、神興愛好会、氏子、

町内有志

宵約 及び車納演芸 10月 12日 (土)18時～21時

奉納演芸聞囲 ま 18時 3rl分

※当日又13E台設言日が雨天の場合

奉納演芸出演者募集(町会回覧 )

お神酒、営酒囃

町内会青年部、ここめ る浜野出店

福弓1大会

7 嚇 め 10月 12日 (土)20時～ 石橋幹男(奉員会会長 )

…

…r-2総 務ヽ

拗 配布 10月 13日 (日 )8時～
受け取嘘 、各戸電 布

各町会担当

祭礼神事 10月 13日 (日 )8時 30分～
集合 13日 (日 )8時 15分

実行委員、各団体長、神社役員、

神興渡御 10月 13日 (日 )9時 10分～

各町鈎 高張提灯持ちは

8時 40分集合 (― 前)

渡鋼 ―ス、休憩所I胡J紙参照

神興御畷抜き 10月 13日 (日 )18時予定

各町鈎 高張提灯持ちは

1711S10分 集合

神興解体 10月 13日 (日 )

神輿御霊抜き終了後

神興愛好会

舞台・天幕解躊 10月 14日 (月 )

8時～

解体日油雨天の場

合は 10月 20日

(日 )8時～

神興愛好会

華賛会世話人 各町会より1名

項目 令 釉

謝礼金

80,00018団体への謝礼

事納金 :行寺への灯明料

卜し 20,3721受 付2名、放送、音響、芳名筆耕2名、踊り指導

出
会場運営費

計品費 37.26( 〕引き1～ 10等、一等末尾嘗

参加費 子供への手土産
150セット

肖難品書 名用ビニール袋、電池他

の 設備費
品費 女

=ヘ
ルト、舞言動 り、租し犯

十器費 ED電球250ヶ、中型テント(2間 X3間 )、 2灯スタンドライト他
気設備香 日本電機工業、東京電力

部
食糧費

招待者への接待食費等

含議 設富・解体等の飲料等関係費用

雑費

郵送代

屎険料 傷害保険、賠償保険
薔 2963` 会館使用料、ポスター等

131■ 97イ

■1■ lJ07」l=合計
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令和元年10月 号 は  ま  の

令利元年度 神輿渡御順路及び時間概略表 ◎印;神輿渡御予定時間

渡御巡幸経路 予定時間 休 憩 所 休憩時間 備  考

神社神事 8:30～9:10 千葉市浜野町 445

神社⇒三井⇒旧農協 ◎9:10～9:20 子供神興はグリーン町会渡御 親神興は車輸送

農協前⇒北二⇒柳町 9:20～ 9:30 担ぎ手はノ軟で移動

櫛田様宅付近⇒荒川様宅付近 ◎9:30～ 9:45

荒川石材店⇒浜東町会 9:45rv9:55 車で移動

浜東町会 ◎9:55～ 10:05

浜東町会⇒浜新田草田様宅 10:05～ 10:15 車で移動

草田様宅→伊藤様宅 ◎10:15～ 10:25

今村工業様横 10:25N10:35

今村工業横⇒理容室カルス前 10:35N10:45 車で移動

理容室カルス前⇒東自治会内 ◎10:45～ 11:05

東町公園 11:05″ 11:15

東町公園→五反田木村様宅付近 11:15rvll:25 車で移動

木村様宅付近⇒出口様宅 ◎11:25～ 11:35

出口様駐車場 11:35～ 11:45

出口様駐車場⇒山王東テク前 ◎11:45″ 12:00

山王東テク前 12:00～ 12:10

山王東

"前
⇒蛇島細野宅付近 012110～ 12120

蛇島細野宅付近⇒田町休憩所 12120″ 12:30 神興は田町休憩所

諏訪神社で昼食 12:30～ 13:20 担ぎ手は日―ソ瀬 野

店からノ軟て神社に移

動。昼食後、田町休

憩所に徒歩で移動

田町休憩所⇒浜野幼稚園駐車場 ◎13:25～ 13:45

浜野幼稚園駐車場 13:45～ 13:55

旭町⇒駅通り町会⇒浜野駅西口

⇒石郷岡病院駐車場

◎13:55～ 14:25 石郷岡病院駐車場 14:25N14:45 浜野駅西口で小休憩

石郷岡病院駐車場⇒南四町会⇒

南三町会→Dステーション駐車場

014:45～ 15:00

Dステーショ(駐) 15:00～ 15:10

Dステーシル駐車場⇒南 1′2町会

大健宅前

◎15:10″ 15:30

大縫宅前 15:30～ 15:40

大提様宅前⇒北 1休憩所 ◎15:40″ 16:05

北 1休憩所 16:05～ 16:15

北 1町会→辻町⇒仲東休憩所 ◎16:15～ 16:35

仲東休憩所 16:35～ 16:45

仲東休憩所⇒柳町・出口宅駐車場 ◎16:45″ 17:10

出口宅駐車場 17:10～ 17:20

出口宅駐車場→諏訪神社 ◎17120～ 17:50

諏訪神社 宮入り 18:00

※子供神興は神主お祓し唯 (8時 50分頃)、 三井町会を一巡して1日農協前で親神興と合流する。
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l  令和元年 9月 15日 (日 )、 第34回浜野町「敬老の集
| い」が開催されました。来賓に地元選出の議員等を
| お招きし、10時から浜野会館にて開催しました。今

= 
回は9月 8日 (日 )か ら9日 (月 )にかけ台風15号が三

: 浦半島を経て9日 (月 )5時には千葉市付近に上陸し、
: 家屋の被害や停電によリポンプが停止、断水など住
: 民の生活に影響があり集いの開催が危ぶまれました。
■ が、弁当や物品の手配も無事整い、開催することが

出来ました。「敬老の集い」は祝福と感謝の気持ちをこめ、更なる長寿
と健康を願う事を目的に浜野町に居住する75歳以上の方を対象に、今年は170名余りの方が出席しました。
石橋 隆民生児童委員により「開会の辞」が、主催者の挨拶では、秋葉町内会長、中村民生児童委員より浜
野町は75歳以上の対象者は727名 おり、浜野町においても高齢化が進んでおります、町内会では高齢者健康増進
対策として「いきいきサロン」「太極拳」や、独居高齢者の「見守り活動」に取り組んでおります。100歳以上
の方は全国で7万 1,238人千葉県では2,458名、浜野町では4名おります。寿命が延 誓■111::L
びる中、元気な秘訣は、人と接する事、趣味を持つている方、適度な運動をして

いる人、新しい知識を得ようと前向きに生活している方です。本日は大いに楽し

んで下さい、とお祝いの言葉が述べられました。来賓の方々からも、お祝いのお

言葉をいただき、老人会「曙会」冨」会長の平根 玲様より謝辞が述べられ、松岡副

町内会長の音頭で祝いの乾杯を行い第 1部演芸の開催となりました。

オープニングは大正琴愛好会「なでしこ」に

よる、祝い船、夫婦春秋、他2曲を演奏。
4,5年前に出演をいただいた「モアナカイ

おいはまの」のみなさんによるフラダンス、生浜高等学校コー

ラス部11名によるメドレーと合唱で楽しむ事ができました。

花束の贈呈

今年の参加者の中で最長齢の南三町

会の石橋 清(ぃ しばしすみ)様 (93歳 )
に花東贈呈が行われました。今年は、

中学生ボランティアの方々が、台風15

号の影響で学業が変更となり参加出来

ませんでした。秋葉町内会長より小学

生の寄せ書きと花束の贈呈が行われた。

午後からの第 2部ではグリーンステージ町
会の新宮ご夫妻によるギター伴奏による唄。

「はつらつ浜野」からは「安来節」の踊りで

会場を賑やかせて」くれました。

お楽しみのビンゴゲームでは、生浜高校コー

ラス部の皆さんにもお手伝いいただき、賑や

かなビンゴゲームとなりました。

お別れは、おなじみ幸せワルツを全員で合

唱し、来年もまたこの場所で「集い会う」こ

とを誓い合い散会となりました。

町内会員加入者
歴史講座 10月 12日 (土)9時 30分～

内 容 :「浜野の浜御蔵と海岸防備」
講 師 :今 井 公 子
10月 26日 (土)9時 30分～
内 容 :「房総半島における弥生文化」
講 師 :埋蔵文化センター 小林 嵩 先生
申し込み :080-5387-2591
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下 浅 将 太 浜野町600-1 山 王 2

橋 野   昂 浜野町600-2 山 王
，
“

坂 本   源 浜野町600-16 山 王
９
“
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